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新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。さて、年の冒頭にあたり、
今回は、第三中学校の教職員から新年の一文字を贈ります。「お正月、書初めで一文字書くと
したら」ということで、書いてもらいました。２８名を５０音順でクラス名簿風にしてみました。
新春の一文字 書き初めで一文字書くなら・・・ 第三中学校（全教職員）
書 その一文字を選んだのは・・・ No 氏 名
実 自分なりに頑張ってきたことが実を結びますように。 1 青木 朱美

呼 「コール」という曲があります。玉置浩二さんの歌を薬師丸ひろ子さんがカバーしています。ぜ 2 石関 亜紀

新 今年は多くの「新生活」が待っているから。 ひ聞いてみてください。 3 内田 将矢

聴 自分の思いを話す前に、まず相手の声に耳を傾け、考え受け止めたい。 4 大関 和宏

愉 心からいろいろなことを愉しむ…くらいのよゆーを持っていたいです～。 5 大塚 雅代

実 充実した生活を誠実に送りたいので。 6 大朏 孝史

前 前向きに、前進。 7 大屋 亜紀

余 余裕のある生活をしたいものです。 って、自分で切り開いていきたいから。 8 岡本 一利

前 闘将･星野仙一さんの座右の銘に「迷ったときには、前に出ろ!」 不安を抱えながらもチャレンジ精神をもっ 9 金子 敬太

一 目の前のことをひとつずつ、一歩一歩前進したい。 10 川嵜喜久重

積 様々な面で、レベルアップしていけるように一つ一つ積み重ねていきたい。 11 河内理絵子

咲 みんなの笑顔の花がたくさん咲く年になりますように。 12 菊池 春香

初 初心忘るべからず。迷うこともあるが、初心に戻ることを大切にしたい。 13 熊倉 将

忍 コロナ禍で様々な面で耐え、忍ばなければならないから。 14 ｹｳﾞｨﾝ・ﾌﾞﾗｳﾝ

幸 「これから新たな場所へと進んでゆくみなさんに幸あれ」という理由で。 15 齋藤 涼子

心 一人一人がもっている心を大切にしたい。 16 佐藤 厚子

寧 一年があっという間に過ぎていくように感じ、一日一日を丁寧に過ごしていきたいと思った。 17 佐藤 彩水

心 どんな風波にも沈まない心ゆたかな年でありますように。 18 鈴木 正夫

大 夢は大きく、心も大きくありたいから。 19 須藤 智房

挑 常に挑戦する気持ちで物事に向かっていきたい。そんな一年にしたい。 20 須藤 優子

虹 虹を見た時の「わー」のような小さな驚きと感動を日々の中に。 21 髙木 秀和

創 作るから造る、そして創る。今年も自分らしい美を追求し追究していこう。 22 髙橋 孝子

起 七転八起。転んでも転んでも起き上がり、元気でいたいから。 23 田村 浩子

適 よい意味で適当に、心にゆとりを持って過ごしたい。 24 鶴貝 由紀子

愛 劇場版 呪術廻戦、面白かったですね。純愛でしたね。 25 針谷 晃平

穏 コロナ禍が続くなかで心の平静を心がけたいから。 26 更原 整子

運 運を味方につけ、今年も前進します。 27 箕輪 千尋

今 かけがえのない今を大切にしていきたい。 28 横田由佳理

薬物乱用防止教室 １２／１５（水）
足利警察署の船田雄一様を講師に迎え、薬物に関する全般的な知識から、たっ

た１回の使用でも依存性の強さにより引き起こされる恐ろしさ等について学びま

した。リモートで実施し、どのクラスも皆真剣に講話を聞いていました。

がん教育；体験談を聴く １２／１７（金）
２年生の保健体育では「生活習慣病とその予防」について学びます。授業のまとめ

として、乳がん患者会「ここん」代表の井田由里様にご自身の体験談をお話していただ

きました。「がん」に対して「まさか自分が」という段階から、告知、治療、生活の変

化、そして闘病生活をとおしての井田さんの想いを聞くことで、授業で学んだことが、

知識のみに留まらず、「自分ならどうする、がん検診を親にも呼びかけよう」等と、が

んに対する生徒一人一人の当事者意識が高まりました。



古紙アルミ缶回収 １２／１６（木） 第２学期最終の回収を実施し

ました。缶類の選別と、水洗い等のご協力ありがとうございました。次回

は、令和４年１月２５日（火）です。よろしくお願いします。

Teamwork Makes the Dream Work～燃え上がれ我らの絆～
1２／１５（水）学年集会にて、２年生スキー宿泊学習のスローガン発表と、しおりの表紙絵の

表彰が行われました。デザイン性の高い表紙は２－２池田さん、躍動感のある裏表紙は２－

２長谷川さんです。また、スローガンは１、２組の合作です。ＴＶの自動車のコマーシャルでも

使えそうなクールで熱い響きに、スキー宿泊学習への意気込みを感じました。

第３学期始業式 生徒代表の言葉 皆、堂々と素敵な発表でした【発表内容の要約：リモートで発表】

１年２組 渡邉 拓海 君
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２年１組 田巻 虹湖 さん
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３年２組 藤島 幸正 君
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表彰関係 １２月２４日に放送及びリモートによる表彰集会を実施しました。受賞した皆さんの、活躍と発想、創造
性を誇りに思います。第三中学校として、皆さんの受賞に拍手と感謝の気持ちを贈ります。おめでとうございます。
足利市教育祭学校書道展 条幅の部 特賞：源田俊範 銀賞：白石楓乃、木村和花
第５４回下野教育書道展 銅賞：源田俊範

入選：阿彌和叶、田中珂帆、町田快、鈴木來羽、源田柚奈、白石楓乃
奨励賞：木村和花、池田澄音、奥山陽菜、丸山史夏

足利地区特別支援学級児童生徒作品展覧会 優秀賞： 池田凜花、石川遥希、久保田望心、小泉空蓮、
家族の絆エッセイ 入賞：池森絢都 鶴貝拓哉、真尾武憲、池田健斗
第６７回全国青少年読書感想文コンクール 佳作：松島菜月
令和３年度全国中学生人権作文コンテスト 銀賞：前原未歩、田名網希帆
人権教育・啓発推進県民運動強調月間作文 佳作：岩澤 美貴
令和３年度｢税に関する作文｣ 足利納税貯蓄組合連合会長賞：髙橋功暉
バドミントン新人交流試合
男子団体 優勝：後藤遥翔、北川陽大、河原有快、島田圭都、琴寄悠斗、室井太陽、神山柊桔
男子ダブルス 優勝：河原有快、琴寄悠斗 第３位：後藤遥翔、島田圭都、
男子シングルス 準優勝：神山柊桔 第３位：北川陽大
女子団体 第３位：保泉志帆、川田真矢、植木美優、新井すず、長谷川愛菜、
女子シングルス 第３位：川田真矢 阿部 聖

第１４回県南地区アンサンブルコンテスト 金管六重奏 銅賞
井上陽愛、近藤実優、新道天花、萩原悠太、山﨑いろは、山﨑希空、

始業式の講話より タンポポ魂（概要）
今日は、紹介したい詩があります。坂村真民（さかむら しんみん）さんという詩人が書いた「タンポポ魂」という詩です。

タンポポ魂というのは、タンポポの心という意味です。詩を読みます。

タンポポ魂 踏みにじられても 食いちぎられても 死にもしない 枯れもしない

その根強さ そしてつねに 太陽に向かって咲く その明るさわたしはそれを 魂とする

少し説明します。道端のタンポポに目を留める人はそう多くはないでしょう。「タンポポが咲いている」と言われて初め

て、「あ、そうだね」と、やっと気付くくらいです。そんなタンポポは、人に踏まれたり、犬に食いちぎられたりして、ぼろぼろ

になっています。しかし、タンポポという植物は、それくらいで死んでしまったり、枯れてしまったりはしません。なぜだと思い

ますか？･･･実は、タンポポの根は丈夫で、土の中にしっかり伸びています。真民さんは、「根強さ」と言ってますが、「根強

い」という言葉は、「根がしっかり張っていて簡単には揺るがない」という意味です。粘り強いという意味もあります。枯れた

かなと思っていたタンポポが、しっかりした根のおかげで、春になると黄色い小さな花を咲かせます。それが、必ず空を向い

て、太陽に向かって咲いています。明るい花です。そういうタンポポのような心を持ち続けたい、と言っているわけです。皆

さんにとって根を張るということは、自分がすべきことをきちんとやり、そして、やり続けていくことです。自分がすべきこと

は何か、それは、人それぞれです。自分で考えてみてください。そうして継続していけば、きっと、皆さん自身が願う、自分だ

けの明るい花が咲くでしょう。

東陽出で 樹影を 学舎に送り 窓陽に やかん 目覚め 西空の白月 誰か待つ
とうよう い じゆえい がくしや おく そうよう め ざ にしぞら しらつき ま


